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ネームド VLAN
ネームド VLANは、所定の外部 LANへの接続を作成します。 VLANは、ブロードキャストトラ
フィックを含む、その外部 LANへのトラフィックを切り離します。

VLAN IDに割り当てる名前によって抽象化層が追加されることで、ネームド VLANを使用する
サービスプロファイルに関連付けされたすべてのサーバを一括してアップデートできるようにな

ります。外部 LANとの通信を維持するために、サーバを個別に再設定する必要はありません。

同じVLANIDを使用して、複数のネームドVLANを作成できます。たとえば、HRおよびFinance
のビジネスサービスをホストするサーバが同一の外部 LANにアクセスする必要がある場合、同
じVLAN IDを使用してHRと Financeという名前のVLANを作成できます。その後でネットワー
クが再設定され、Financeが別のLANに割り当てられた場合、変更する必要があるのはFinanceの
ネームド VLANの VLAN IDだけです。
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クラスタ設定では、ネームドVLANが 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセスでき
るようにすることも、両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定するこ

とも可能です。

VLAN ID のガイドライン

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。 4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要
があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブVLAN
は、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップグレード
前に VLAN 1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていない VLAN
IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更することを検討します
（その VLAN IDが使用されていない場合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、デ
フォルトで VLAN 4048を使用します。 FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN
4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

プライベート VLAN
プライベート VLAN（PVLAN）は、VLANのイーサネットブロードキャストドメインをサブド
メインに分割するもので、一部のポートを分離することができます。 PVLANの各サブドメイン
には、1つのプライマリ VLANと 1つ以上のセカンダリ VLANが含まれます。 PVLANのすべて
のセカンダリ VLANは、同じプライマリ VLANを共有する必要があります。セカンダリ VLAN
IDは、各サブドメインの区別に使用されます。

独立 VLANおよびコミュニティ VLAN

Cisco UCSドメイン内のすべてのセカンダリVLANは、独立VLANまたはコミュニティVLANと
して存在できます。
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独立 VLANを標準 VLANとともに使用するように設定することはできません。（注）

独立 VLAN のポート

独立 VLANの通信では、プライマリ VLAN内の関連付けられたポートだけを使用できます。こ
れらのポートは独立ポートであり、Cisco UCS Managerでは設定できません。プライマリ VLAN
では 1つの独立VLANのみを持つことができますが、同じ独立VLANには複数の独立ポートは許
可されません。これらの独立ポートは相互に通信できません。独立 VLANを許可している通常
のトランクポートまたは無差別ポートとのみ通信できます。

独立セカンダリ VLANに属するホストポート。このポートは、同じプライベート VLANドメイ
ン内の他のポートから完全に独立しています。 PVLANは、無差別ポートからのトラフィックを
除き、独立ポート宛のトラフィックをすべてブロックします。独立ポートから受信されたトラ

フィックは、無差別ポートにだけ転送されます。指定した独立VLANには、複数の独立ポートを
含めることができます。各ポートは、独立VLANにある他のすべてのポートから、完全に隔離さ
れています。

アップリンクポートのガイドライン

PVLANを作成する場合は、次のガイドラインに注意してください。

•アップリンクイーサネットポートチャネルを無差別モードにすることはできません。

•各プライマリ VLANには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

• VNTAGアダプタの VIFには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

VLAN ID のガイドライン

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。 4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要
があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブVLAN
は、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップグレード
前に VLAN 1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていない VLAN
IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更することを検討します
（その VLAN IDが使用されていない場合）。
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• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、デ
フォルトで VLAN 4048を使用します。 FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN
4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLAN ポートの制限
Cisco UCS Managerは、1つのファブリックインターコネクト上の境界とサーバドメインの下に
設定可能な VLANポートインスタンスの数を 6000に制限します。

VLAN ポート数に含まれるポートのタイプ

次のタイプのポートが VLANポートの計算でカウントされます。

•ボーダーアップリンクイーサネットポート

•ボーダーアップリンクイーサチャネルメンバポート

• SANクラウドの FCoEポート

• NASクラウドのイーサネットポート

•サービスプロファイルによって作成されたスタティックおよびダイナミック vNIC

•ハイパーバイザドメイン内のハイパーバイザのポートプロファイルの一部として作成され
た VM vNIC

これらのポートに設定されている VLANの数に基づいて、Cisco UCS Managerは VLANポートイ
ンスタンスの累積数をトラックし、検証中にVLANポート制限を実行します。CiscoUCSManager
は、制御トラフィック用に事前定義されたいくつかの VLANポートリソースを予約します。こ
れには、HIFおよび NIFポートの下に設定された管理 VLANが含まれます。

VLAN ポートの制限の実行

Cisco UCS Managerは、次の操作中に VLANポートのアベイラビリティを検証します。

•境界ポートおよび境界ポートチャネルの設定および設定解除

• VLANのクラウドからの追加または削除

• SANまたは NASポートの設定または設定解除

•コンフィギュレーションの変更を含むサービスプロファイルの関連付けまたは関連付け解除

• vNICまたは vHBAの下の VLANの設定または設定解除

• VMWare vNICから、ESXハイパーバイザから作成通知または削除通知を受け取ったとき

これは、Cisco UCS Managerの制御外です（注）
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•ファブリックインターコネクトのリブート

• Cisco UCS Managerのアップグレードまたはダウングレード

Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルの動作に対し、厳密な VLANポート制限を実施し
ます。 VLANポート制限を超過したことを Cisco UCS Managerが検出した場合、サービスプロ
ファイル設定は展開時に失敗します。

境界ドメインでのVLANポート数超過は、比較的中断が少なくなります。VLANポート数が境界
ドメインで超過した場合、Cisco UCS Managerは割り当てステータスを Exceededに変更します。
ステータスを Availableに戻すには、次のいずれかのアクションを実行する必要があります。

• 1つ以上の境界ポートを設定解除する

• LANクラウドから VLANを削除する

• 1つ以上の vNICまたは vHBAを設定解除する

ネームド VLAN の設定

ネームド VLAN の作成
ハイアベイラビリティ用に設定されたCisco UCSドメインでは、両方のファブリックインターコ
ネクトまたは 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能な、ネームドVLANを作
成することができます。

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

単一の VLANの場合、VLAN名を指定します。 VLANの範囲
の場合、各 VLAN名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLANに関連付けられているマルチキャストポリシー。[Multicast Policy]ドロップダウ
ンリスト

すべてのVLANで使用可能な新しいマルチキャストポリシーを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy]リンク

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLANは両方のファブリック
に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLANは、ファブリック Aだけに適
用されます。

• [Fabric B]：指定した VLANは、ファブリック Bだけに適
用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLANは、
両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN IDを指定できます。

アップストリーム分離L2ネットワークの場合、[Common/Global]
を選択して両方のファブリックに適用するVLANを作成するこ
とを推奨します。

設定オプション
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説明名前

1つの VLANを作成するには、単一の数値 IDを入力します。
複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ
で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1～ 3967

• 4048～ 4093

•システム上ですでに定義されている他の VLAN IDと重複
する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、および 43の 6つのVLAN
を作成するには、4, 22, 40-43を入力します。

IDが 3968～ 4047のVLANは作成できません。この範
囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLAN
の IDが同じであってはなりません。VSAN内のVLAN
と FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを
使用しているすべてのvNICとアップリンクポートで重
大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上
でイーサネットトラフィックがドロップされます。

重要

[VLAN IDs]フィールド

このVLANが、プライベートまたはセカンダリVLANに分割さ
れるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：これは通常の VLANです。これにはセカンダリ
またはプライベート VLANはありません。

• [Primary]：プライマリVLANを作成するには、共有タイプ
を [Primary]に設定します。この VLANは、プライベート
VLANドメインでのプライマリ VLANです。これには、
[SecondaryVLANs]領域で示すように、1つ以上のセカンダ
リ VLANを設定できます。

• [Isolated]：この VLANは独立 VLANです。関連付けられ
たプライマリ VLANは [Primary VLAN]ドロップダウンリ
ストに表示されます。

• [Community]：この VLANはコミュニティ VLANです。
この VLANは、同じ PVLANの他のポートとも、無差別
ポートとも通信できます。

[Sharing Type]フィールド

[Sharing Type]フィールドが [Isolated]または [Community]に設
定される場合、これは独立VLANまたはコミュニティVLANに
関連付けられたプライマリ VLANです。

[PrimaryVLAN]ドロップダウン
リスト
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説明名前

表示されるリストからVLANの組織を選択します。このVLAN
は、ここで選択する組織で利用可能になります。

VLANを許可された組織

このボタンをクリックして、VLAN IDがシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap]ボタン

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。
a) [Overlapping VLANs]タブをクリックし次のフィールドを確認しVLAN IDが既存のVLANに割
り当てられた IDと重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• [A]

• [B]

• [デュアル]：コンポーネントはどちらのファブリックイ
ンターコネクトでもアクセスできます。この設定は、

ファブリックインターコネクトレベルとは対照的に、シ

ステムレベルで作成された仮想LANおよび SANネット
ワークに適用されます。

[ファブリックID]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANの数値 ID。[VLAN]カラム

VLANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VLANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックし、次のフィールドを確認して VLAN IDが既存の VSAN
に割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認してください。
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説明名前

次のいずれかになります。

• [A]

• [B]

• [デュアル]：コンポーネントはどちらのファブリックイ
ンターコネクトでもアクセスできます。この設定は、

ファブリックインターコネクトレベルとは対照的に、シ

ステムレベルで作成された仮想LANおよび SANネット
ワークに適用されます。

[ファブリックID]カラム

VSANの名前。[Name]カラム

VSANの数値 ID。[ID]カラム

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた
固有識別情報。

[FCoE VLAN ID]カラム

VSANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VSANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、VLAN

IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、VLANを次の [VLAN]ノードのいずれかに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能な VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

ネームド VLANの削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
   OL-31135-02-J 9

VLAN の設定
ネームド VLANの削除



プライベートプライマリ VLANを削除する場合は、セカンダリ VLANを動作している別のプラ
イマリ VLANに必ず再割り当てします。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトからVLANを削除する前に、そのVLANがすべての vNICと vNIC
テンプレートから削除されていることを確認します。

vNICまたは vNICテンプレートに割り当てられている VLANを削除すると、vNICによって
VLANがフラップする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 削除する VLANのタイプに応じて、次のいずれかのサブタブをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCSドメインのすべての VLANを表示します。All

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANを表
示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクト Aにのみアクセス可能な VLANを表
示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにのみアクセス可能な VLANを表
示します。

Fabric B

ステップ 5 テーブルで、削除する VLANをクリックします。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 強調表示された 1つまたは複数の VLANを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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プライベート VLAN の設定

プライベート VLAN のプライマリ VLAN の作成
ハイアベイラビリティ用に設定されたCisco UCSドメインでは、両方のファブリックインターコ
ネクトまたは 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能な、プライマリVLANを
作成することができます。

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

単一の VLANの場合、VLAN名を指定します。 VLANの範囲
の場合、各 VLAN名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLANに関連付けられているマルチキャストポリシー。[Multicast Policy]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

すべてのVLANで使用可能な新しいマルチキャストポリシーを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy]リンク

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLANは両方のファブリック
に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLANは、ファブリック Aだけに適
用されます。

• [Fabric B]：指定した VLANは、ファブリック Bだけに適
用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLANは、
両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN IDを指定できます。

アップストリーム分離L2ネットワークの場合、[Common/Global]
を選択して両方のファブリックに適用するVLANを作成するこ
とを推奨します。

設定オプション

1つの VLANを作成するには、単一の数値 IDを入力します。
複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ
で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1～ 3967

• 4048～ 4093

•システム上ですでに定義されている他の VLAN IDと重複
する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、および 43の 6つのVLAN
を作成するには、4, 22, 40-43を入力します。

IDが 3968～ 4047のVLANは作成できません。この範
囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLAN
の IDが同じであってはなりません。VSAN内のVLAN
と FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを
使用しているすべてのvNICとアップリンクポートで重
大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上
でイーサネットトラフィックがドロップされます。

重要

[VLAN IDs]フィールド
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説明名前

このVLANが、プライベートまたはセカンダリVLANに分割さ
れるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：このVLANにセカンダリまたはプライベートVLAN
はありません。

• [Primary]：プライマリVLANを作成するには、共有タイプ
を [Primary]に設定します。この VLANには、[Secondary
VLANs]領域で示すように、1つ以上のセカンダリ VLAN
を設定できます。

• [Isolated]：これはプライベートVLANです。関連付けられ
たプライマリ VLANは [Primary VLAN]ドロップダウンリ
ストに表示されます。

• [Community]：この VLANは、同じ PVLANの他のポート
とも、無差別ポートとも通信できます。

• [Community]：このVLANは、同じコミュニティVLANの
他のポートとも、無差別ポートとも通信できます。

[Sharing Type]フィールド

[Sharing Type]フィールドが [Isolated]または [Community]に設
定される場合、これは独立VLANまたはコミュニティVLANに
関連付けられたプライマリ VLANです。

表示されるリストからVLANの組織を選択します。このVLAN
は、ここで選択する組織で利用可能になります。

VLANを許可された組織

このボタンをクリックして、VLAN IDがシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap]ボタン

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。
a) [Overlapping VLANs]タブをクリックし次のフィールドを確認しVLAN IDが既存のVLANに割
り当てられた IDと重複していないことを確認してください。
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説明名前

次のいずれかになります。

• [A]

• [B]

• [デュアル]：コンポーネントはどちらのファブリックイ
ンターコネクトでもアクセスできます。この設定は、

ファブリックインターコネクトレベルとは対照的に、シ

ステムレベルで作成された仮想LANおよび SANネット
ワークに適用されます。

[ファブリックID]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANの数値 ID。[VLAN]カラム

VLANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VLANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックし、次のフィールドを確認して VLAN IDが既存の VSAN
に割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• [A]

• [B]

• [デュアル]：コンポーネントはどちらのファブリックイ
ンターコネクトでもアクセスできます。この設定は、

ファブリックインターコネクトレベルとは対照的に、シ

ステムレベルで作成された仮想LANおよび SANネット
ワークに適用されます。

[ファブリックID]カラム

VSANの名前。[Name]カラム

VSANの数値 ID。[ID]カラム

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた
固有識別情報。

[FCoE VLAN ID]カラム

VSANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VSANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム
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c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、VLAN

IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、プライマリ VLANを次のいずれかの [VLAN]ノードに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なプライマリ VLANの場合は、[LAN
Cloud] > [VLANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能なプライマリ VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

プライベート VLAN のセカンダリ VLAN の作成
ハイアベイラビリティ用に設定されたCisco UCSドメインでは、両方のファブリックインターコ
ネクトまたは 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能な、セカンダリVLANを
作成することができます。

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

はじめる前に

プライマリ VLANを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

単一の VLANの場合、VLAN名を指定します。 VLANの範囲
の場合、各 VLAN名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLANに関連付けられているマルチキャストポリシー。[Multicast Policy]ドロップダウ
ンリスト

すべてのVLANで使用可能な新しいマルチキャストポリシーを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy]リンク

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLANは両方のファブリック
に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLANは、ファブリック Aだけに適
用されます。

• [Fabric B]：指定した VLANは、ファブリック Bだけに適
用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLANは、
両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN IDを指定できます。

アップストリーム分離L2ネットワークの場合、[Common/Global]
を選択して両方のファブリックに適用するVLANを作成するこ
とを推奨します。

設定オプション
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説明名前

1つの VLANを作成するには、単一の数値 IDを入力します。
複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ
で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1～ 3967

• 4048～ 4093

•システム上ですでに定義されている他の VLAN IDと重複
する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、および 43の 6つのVLAN
を作成するには、4, 22, 40-43を入力します。

IDが 3968～ 4047のVLANは作成できません。この範
囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLAN
の IDが同じであってはなりません。VSAN内のVLAN
と FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを
使用しているすべてのvNICとアップリンクポートで重
大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上
でイーサネットトラフィックがドロップされます。

重要

[VLAN IDs]フィールド

このVLANが、プライベートまたはセカンダリVLANに分割さ
れるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：このVLANにセカンダリまたはプライベートVLAN
はありません。

• [Primary]：この VLANには、[Secondary VLANs]領域に示
すように1つまたは複数のセカンダリVLANを設定できま
す。

• [Isolated]：これはプライベートVLANです。関連付けられ
たプライマリ VLANは [Primary VLAN]ドロップダウンリ
ストに表示されます。

• [Community]：この VLANは、同じ PVLANの他のポート
とも、無差別ポートとも通信できます。

• [Community]：この VLANは、同じ PVLANの他のポート
とも、無差別ポートとも通信できます。

[Sharing Type]フィールド

[Sharing Type]フィールドが [Isolated]または [Community]に設
定される場合、これは独立VLANまたはコミュニティVLANに
関連付けられたプライマリ VLANです。

[PrimaryVLAN]ドロップダウン
リスト
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説明名前

表示されるリストからVLANの組織を選択します。このVLAN
は、ここで選択する組織で利用可能になります。

VLANを許可された組織

このボタンをクリックして、VLAN IDがシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap]ボタン

マルチキャストポリシーは、セカンダリ VLANではなく、プライマリ VLANに関連付
けられます。

（注）

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。
a) [Overlapping VLANs]タブをクリックし次のフィールドを確認しVLAN IDが既存のVLANに割
り当てられた IDと重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• [A]

• [B]

• [デュアル]：コンポーネントはどちらのファブリックイ
ンターコネクトでもアクセスできます。この設定は、

ファブリックインターコネクトレベルとは対照的に、シ

ステムレベルで作成された仮想LANおよび SANネット
ワークに適用されます。

[ファブリックID]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANの数値 ID。[VLAN]カラム

VLANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VLANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックし、次のフィールドを確認して VLAN IDが既存の VSAN
に割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認してください。
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説明名前

次のいずれかになります。

• [A]

• [B]

• [デュアル]：コンポーネントはどちらのファブリックイ
ンターコネクトでもアクセスできます。この設定は、

ファブリックインターコネクトレベルとは対照的に、シ

ステムレベルで作成された仮想LANおよび SANネット
ワークに適用されます。

[ファブリックID]カラム

VSANの名前。[Name]カラム

VSANの数値 ID。[ID]カラム

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた
固有識別情報。

[FCoE VLAN ID]カラム

VSANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VSANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、VLAN

IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、プライマリ VLANを次のいずれかの [VLAN]ノードに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なプライマリ VLANの場合は、[LAN
Cloud] > [VLANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能なプライマリ VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

コミュニティ VLAN
Cisco UCS Managerは、UCSファブリックインターコネクトでコミュニティ VLANをサポートし
ます。コミュニティポートは相互に通信し、無差別ポートと通信します。コミュニティポート

には、PVLAN内の他のコミュニティの他のすべてのポートまたは独立ポートから分離されるレイ
ヤ 2があります。ブロードキャストは、PVLANのみに関連付けられたコミュニティポートと他
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の無差別ポートの間で送信されます。無差別ポートは、PVLAN内の独立ポートやコミュニティ
ポートなどの、すべてのインターフェイスと通信できます。

コミュニティ VLAN の作成
ハイアベイラビリティ用に設定されたCisco UCSドメインでは、両方のファブリックインターコ
ネクトまたは 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能なコミュニティVLANを
作成することができます。

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

単一の VLANの場合、VLAN名を指定します。 VLANの範囲
の場合、各 VLAN名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLANに関連付けられているマルチキャストポリシー。[Multicast Policy]ドロップダウ
ンリスト

すべてのVLANで使用可能な新しいマルチキャストポリシーを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy]リンク
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説明名前

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLANは両方のファブリック
に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLANは、ファブリック Aだけに適
用されます。

• [Fabric B]：指定した VLANは、ファブリック Bだけに適
用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLANは、
両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN IDを指定できます。

アップストリーム分離L2ネットワークの場合、[Common/Global]
を選択して両方のファブリックに適用するVLANを作成するこ
とを推奨します。

設定オプション

1つの VLANを作成するには、単一の数値 IDを入力します。
複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ
で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1～ 3967

• 4048～ 4093

•システム上ですでに定義されている他の VLAN IDと重複
する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、および 43の 6つのVLAN
を作成するには、4, 22, 40-43を入力します。

IDが 3968～ 4047のVLANは作成できません。この範
囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLAN
の IDが同じであってはなりません。VSAN内のVLAN
と FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを
使用しているすべてのvNICとアップリンクポートで重
大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上
でイーサネットトラフィックがドロップされます。

重要

[VLAN IDs]フィールド
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説明名前

このVLANが、プライベートまたはセカンダリVLANに分割さ
れるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：このVLANにセカンダリまたはプライベートVLAN
はありません。

• [Primary]：この VLANには、[Secondary VLANs]領域に示
すように1つまたは複数のセカンダリVLANを設定できま
す。

• [Isolated]：これはプライベートVLANです。関連付けられ
たプライマリ VLANは [Primary VLAN]ドロップダウンリ
ストに表示されます。

• [Community]：この VLANは、同じ PVLANの他のポート
とも、無差別ポートとも通信できます。コミュニティ

VLANを作成するには、共有タイプを [Community]に設定
します。

[Sharing Type]フィールド

[Sharing Type]フィールドが [Isolated]または [Community]に設
定される場合、これは独立VLANまたはコミュニティVLANに
関連付けられたプライマリ VLANです。

[PrimaryVLAN]ドロップダウン
リスト

表示されるリストからVLANの組織を選択します。このVLAN
は、ここで選択する組織で利用可能になります。

VLANを許可された組織

このボタンをクリックして、VLAN IDがシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap]ボタン

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。
a) [Overlapping VLANs]タブをクリックし次のフィールドを確認しVLAN IDが既存のVLANに割
り当てられた IDと重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• [A]

• [B]

• [デュアル]：コンポーネントはどちらのファブリックイ
ンターコネクトでもアクセスできます。この設定は、

ファブリックインターコネクトレベルとは対照的に、シ

ステムレベルで作成された仮想LANおよび SANネット
ワークに適用されます。

[ファブリックID]カラム
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説明名前

VLANの名前。[Name]カラム

VLANの数値 ID。[VLAN]カラム

VLANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VLANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックし、次のフィールドを確認して VLAN IDが既存の VSAN
に割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• [A]

• [B]

• [デュアル]：コンポーネントはどちらのファブリックイ
ンターコネクトでもアクセスできます。この設定は、

ファブリックインターコネクトレベルとは対照的に、シ

ステムレベルで作成された仮想LANおよび SANネット
ワークに適用されます。

[ファブリックID]カラム

VSANの名前。[Name]カラム

VSANの数値 ID。[ID]カラム

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた
固有識別情報。

[FCoE VLAN ID]カラム

VSANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VSANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、VLAN

IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、コミュニティ VLANを次のいずれかの [VLAN]ノードに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。
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• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能な VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

アプライアンスポートでの無差別アクセスの作成

Cisco UCS Managerの現在のバージョンでは、アプライアンスポートで無差別アクセスをサポー
トしています。次に、設定手順を詳しく説明します。

はじめる前に

アプライアンスクラウドに PVLANがすでに存在している必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Interfaces]を展開します。
[Interfaces]ペインが表示されます。

ステップ 3 テーブルの右側にあるアイコンバーの [Interfaces]ペインで、[+]をクリックします。
[Appliance Links]ペインが表示されます。

ステップ 4 [Appliance Links]ペインで、[Unconfigured Ethernet Ports]をクリックして [Unconfigured Ethernet Ports]
を展開します。

使用可能な未設定のイーサネットポートがすべて表示されます。

ステップ 5 アプライアンスポートにするいずれかの [Unconfigured Ethernet Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Make Appliance Port]をクリックします。
[Configure as Appliance Port]確認ボックスが表示されます。

ステップ 7 [Yes]をクリックして、アプライアンスポートを設定します。
[Configure Appliance Port]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 8 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Interfaces]を展開します。

ステップ 9 [Appliance Ports]を展開します。

ステップ 10 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 11 テーブルの右側にあるアイコンバーの [Interfaces]ペインで、[Modify]アイコンをクリックしま
す。

[Properties for Appliance Interface]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 12 [VLANs]領域で、[Access]オプションボタンをクリックします。

ステップ 13 [Select VLAN]ドロップダウンリストで、プライマリ VLANを選択して、アプライアンスポート
に割り当てます。

プライマリ VLANに関連付けられたセカンダリ VLANのリストが表示されます。

ステップ 14 ポートで許可される一連のセカンダリ VLANを選択します。
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[Isolated]または [Community]の vlanを選択すると、[VLAN]は [Promiscuous Port]に変わります。
[Select VLAN]ドロップダウンからプライマリ VLANを選択する場合、必要なセカンダリ VLAN
を明示的に選択する必要があります。

ステップ 15 [Apply]をクリックして、[Promiscuous Access on Appliance Port]を設定します。

アプライアンスポートでの無差別トランクの作成

Cisco UCSManagerは、アプライアンスポートで無差別トランクをサポートします。次に、設定
手順を詳しく説明します。

はじめる前に

プライベート VLANがアプライアンスクラウドで作成されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Interfaces]を展開します。
[Interfaces]ペインが表示されます。

ステップ 3 テーブルの右側にあるアイコンバーの [Interfaces]ペインで、[+]をクリックします。
[Appliance Links]ペインが表示されます。

ステップ 4 [Appliance Links]ペインで、[Unconfigured Ethernet Ports]をクリックして [Unconfigured Ethernet Ports]
を展開します。

使用可能な未設定のイーサネットポートがすべて表示されます。

ステップ 5 アプライアンスポートにするいずれかの [Unconfigured Ethernet Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Make Appliance Port]をクリックします。
[Configure as Appliance Port]確認ボックスが表示されます。

ステップ 7 [Yes]をクリックして、アプライアンスポートを設定します。

ステップ 8 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Interfaces]を展開します。

ステップ 9 [Appliance Ports]を展開します。

ステップ 10 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 11 テーブルの右側にあるアイコンバーの [Interfaces]ペインで、[Modify]アイコンをクリックしま
す。

[Properties for Appliance Interface]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 12 [VLANs]領域で、[Trunk]オプションボタンをクリックします。

ステップ 13 使用可能な VLANから [VLAN]を選択します。
VLANのリストから、ポートに適用し、無差別トランクポートにするための複数の [Isolated]、
[Community]、[Primary]、[Regular] VLANを選択できます。
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ステップ 14 [Apply]をクリックして、[Promiscuous on Trunk on Appliance Port]を設定します。

vNIC でのプライベート VLAN の許可：コミュニティアクセスモード
ハイアベイラビリティ用に設定されたCisco UCSドメインでは、両方のファブリックインターコ
ネクトまたは 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能な、プライマリVLANを
作成することができます。

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

単一の VLANの場合、VLAN名を指定します。 VLANの範囲
の場合、各 VLAN名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLANに関連付けられているマルチキャストポリシー。[Multicast Policy]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

すべてのVLANで使用可能な新しいマルチキャストポリシーを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy]リンク

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLANは両方のファブリック
に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLANは、ファブリック Aだけに適
用されます。

• [Fabric B]：指定した VLANは、ファブリック Bだけに適
用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLANは、
両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN IDを指定できます。

アップストリーム分離L2ネットワークの場合、[Common/Global]
を選択して両方のファブリックに適用するVLANを作成するこ
とを推奨します。

[Configuration]オプション

1つの VLANを作成するには、単一の数値 IDを入力します。
複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ
で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1～ 3967

• 4048～ 4093

•システム上ですでに定義されている他の VLAN IDと重複
する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、および 43の 6つのVLAN
を作成するには、4, 22, 40-43を入力します。

IDが 3968～ 4047のVLANは作成できません。この範
囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLAN
の IDが同じであってはなりません。VSAN内のVLAN
と FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを
使用しているすべてのvNICとアップリンクポートで重
大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上
でイーサネットトラフィックがドロップされます。

重要

[VLAN IDs]フィールド
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説明名前

このVLANが、プライベートまたはセカンダリVLANに分割さ
れるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：このVLANにセカンダリまたはプライベートVLAN
はありません。これは通常のVLANではあり、PVLANで
はありません。

• [Primary]：この VLANには、[Secondary VLANs]領域に示
すように1つまたは複数のセカンダリVLANを設定できま
す。

• [Isolated]：これはプライベートVLANです。関連付けられ
たプライマリ VLANは [Primary VLAN]ドロップダウンリ
ストに表示されます。

• [Community]：この VLANは、同じ PVLANの他のポート
とも、無差別ポートとも通信できます。 [CommunityVLAN]
を設定するには、この共有タイプを選択します。

[Sharing Type]フィールド

[Sharing Type]フィールドが [Isolated]または [Community]に設
定される場合、これは独立VLANまたはコミュニティVLANに
関連付けられたプライマリ VLANです。

[PrimaryVLAN]ドロップダウン
リスト

表示されるリストからVLANの組織を選択します。このVLAN
は、ここで選択する組織で利用可能になります。

VLANを許可された組織

このボタンをクリックして、VLAN IDがシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap]ボタン

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。
a) [Overlapping VLANs]タブをクリックし次のフィールドを確認しVLAN IDが既存のVLANに割
り当てられた IDと重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• [A]

• [B]

• [デュアル]：コンポーネントはどちらのファブリックイ
ンターコネクトでもアクセスできます。この設定は、

ファブリックインターコネクトレベルとは対照的に、シ

ステムレベルで作成された仮想LANおよび SANネット
ワークに適用されます。

[ファブリックID]カラム
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説明名前

VLANの名前。[Name]カラム

VLANの数値 ID。[VLAN]カラム

VLANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VLANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックし、次のフィールドを確認して VLAN IDが既存の VSAN
に割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• [A]

• [B]

• [デュアル]：コンポーネントはどちらのファブリックイ
ンターコネクトでもアクセスできます。この設定は、

ファブリックインターコネクトレベルとは対照的に、シ

ステムレベルで作成された仮想LANおよび SANネット
ワークに適用されます。

[ファブリックID]カラム

VSANの名前。[Name]カラム

VSANの数値 ID。[ID]カラム

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた
固有識別情報。

[FCoE VLAN ID]カラム

VSANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VSANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、VLAN

IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、コミュニティ VLANを次のいずれかの [VLAN]ノードに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。
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• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能な VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

コミュニティサーバのアクセスモードの設定

Cisco UCSドメインは、vNIC上のプライベート VLANをサポートします。 vNIC上の VLANをア
クセスモードで設定することで、サーバはコミュニティアクセスサーバとして動作できるよう

になります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブの [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]を展開します。
ステップ 3 [Servive Profile]で、制御する [vNIC]を選択します。

[vNICs Property]ページに、[VLANS]を変更できる場所が表示されます。

ステップ 4 [Modify VLANs link]をクリックします。
使用可能な [VLANS]のリストが表示されます。

ステップ 5 以前に作成したいずれかのコミュニティ [VLANs]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
これで、コミュニティ VLANは vNICに関連付けられます。 vNICでコミュニティ VLANを適用
すると、サーバはコミュニティアクセスサーバとして動作します。

VLAN ポート数の表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 VLANポート数を表示するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [General]タブで、[VLAN Port Count]バーの下矢印をクリックしてその領域を拡大します。
Cisco UCS Manager GUIは次の詳細を表示します。
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説明名前

このファブリックインターコネクトで許可された最大 VLAN
ポート数。

[Port VLAN Limit]フィールド

使用可能な VLANアクセスポート数。[Access VLAN Port Count]
フィールド

使用可能な VLAN境界ポート数。[BorderVLANPort Count]フィー
ルド

VLANポートの割り当て状態。[Allocation Status]フィールド

VLAN ポートカウント最適化
VLANポート数の最適化により、複数のVLANの状態を単一の内部状態にマッピングできます。
VLANポート数の最適化をイネーブルにすると、Cisco UCS Managerは、ポート VLANメンバー
シップに基づいて VLANを論理的にグループ化します。このグループ化により、ポート VLAN
数の制限が増加します。 VLANポート数の最適化によりさらに VLAN状態が圧縮され、ファブ
リックインターコネクトの CPUの負荷が減少します。この CPU負荷の減少により、より多くの
VLANをより多くのvNICに展開できるようになります。VLANのポート数を最適化しても、vNIC
上の既存の VLAN設定は変更されません。

VLANポート数の最適化は、デフォルトで無効になっています。要件に基づいて、このオプショ
ンをイネーブルまたはディセーブルにできます。

重要 • VLANポート数の最適化を有効にすると、使用可能な VLANポートの数が増加します。
ポート VLANカウントが非最適化状態の VLANの最大数を超えると、VLANポート数の
最適化をディセーブルにできません。

• VLANポート数の最適化は、Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトで
はサポートされていません。

ポート VLAN 数最適化のイネーブル化
デフォルトでは、ポートVLAN数の最適化はディセーブルです。CPUの使用率を最適化し、ポー
ト VLAN数を増加させる場合は、この機能をイネーブルにできます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Port, VLAN Count Optimization]セクションで、[Enabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [Port, VLAN Count Optimization]オプションが正常にイネーブルになると、確認メッセージが表示
されます。 [OK]をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

ポート VLAN 数最適化のディセーブル化
デフォルトでは、ポート VLAN数の最適化はディセーブルです。この機能をイネーブルにして
ポートVLAN数を増加させ、CPUの使用率を最適化する場合は、この機能をディセーブルにでき
ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Port, VLAN Count Optimization]セクションで、[Disabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [Port, VLAN Count Optimization]オプションが正常にディセーブルになると、確認メッセージが表
示されます。 [OK]をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN 最適化セットの表示
VLANポート数の最適化グループは、システムのVLANIDに基づき、システムによって自動的に
作成されます。グループ内のすべてのVLANは、同じ IGMPポリシーを共有します。次のVLAN
は、VLANポート数の最適化グループには含まれません。

• FCoE VLAN

•プライマリ PVLANとセカンダリ PVLAN

• SPANソースとして指定された VLAN
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•インターフェイス上で唯一許可されているVLANとして設定されたVLANと、単独のVLAN
を持つポートプロファイルの VLAN

Cisco UCS Manager GUIは、最適化された VLANを自動的にグループ化します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Navigation]ペインで、[Fabric A]または [Fabric B]をクリックしてリストを展開します。

ステップ 4 [VLAN Optimization Sets]をクリックします。
[Work]ペインに、[Name]および [Size]とともにVLAN最適化グループのリストが表示されます。

VLAN グループ
VLANグループでは、イーサネットアップリンクポートの VLANを機能別または特定のネット
ワークに属するVLAN別にグループ化できます。VLANメンバーシップを定義し、そのメンバー
シップをファブリックインターコネクト上の複数のイーサネットアップリンクポートに適用す

ることができます。

インバンドおよびアウトオブバンド（OOB）VLANグループを設定し、それを使用してブレード
およびラックサーバの Cisco Integrated Management Interface（CIMC）にアクセスすることができ
ます。 Cisco UCSManagerは、アップリンクインターフェイスまたはアップリンクポートチャネ
ルで使用するための OOB IPv4およびインバンド IPv4/IPv6 VLANグループをサポートします。

VLANを VLANグループに割り当てた後は、VLANグループに行われた変更は、VLANグループ
で設定されたすべてのイーサネットアップリンクポートに適用されます。また、VLANグルー
プでは、分離 VLAN間の VLAN重複を識別することができます。

VLANグループ下にアップリンクポートを設定できます。VLANグループ用のアップリンクポー
トを設定すると、そのアップリンクポートはそのグループ内のすべてのVLANのみをサポートし
ます。

[LAN Cloud]または [LAN Uplinks Manager]から VLANグループを作成できます。

VLAN グループの作成
[LANCloud]または [LANUplinksManager]から、[VLANGroup]を作成できます。この手順では、
[LAN Cloud]からVLANグループを作成する方法について説明します。サービスプロファイルを
使用して、インバンドおよびアウトオブバンドのアクセスに使用する別のVLANグループを作成
できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [LAN Cloud]を右クリックし、ドロップダウンオプションから [Create VLAN Group]を選択しま
す。

[Create VLAN Group]ウィザードが起動します。

ステップ 4 [Select VLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VLANグループの名前を入力します。VLANグ
ループ名は大文字と小文字が区別されます。

この名前には、1～32文字の英数字を使用でき
ます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後で、この名前を変更することはできません。

名前

表示されたリストから、グループに追加する

VLANを選択します。選択したいずれかの
VLANを [Native VLAN]として選択できます。

VLAN

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 （任意）[Add Uplink Ports]ダイアログボックスで、表示されたリストから [Uplink Ports]を選択し
て [Selected Uplink Ports]に追加します。 [Next]をクリックします。

ステップ 7 （任意）[Add Port Channels]ダイアログボックスで、[Port Channels]を選択して [Selected Port
Channels]に追加します。 [Next]をクリックします。

ステップ 8 （任意）[OrgPermissions]ダイアログボックスで、表示されたリストから適切なグループを選択し
ます。 [Next]をクリックします。
ここで作成するグループに属するVLANは、ここで選択したグループのみにアクセスできます。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。
この VLANグループは、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLAN Groups]の下にある [VLAN Groups]のリス
トに追加されます。
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VLAN グループのメンバの編集

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Navigation]ペインで、[VLAN Groups]をクリックして VLANグループのリストを展開します。

ステップ 4 表示された VLANグループのリストから、グループメンバの VLANを編集する VLANグループ
名を選択します。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 5 強調表示された 1つまたは複数の VLANグループを右クリックし、[Edit VLAN Group Members]
を選択します。

[Modify VLAN Group VLAN Group Name]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 6 [Modify VLAN Group VLAN Group Name]ダイアログボックスで、表示されたリストから追加また
は削除する VLANを選択し、[Next]をクリックします。

ステップ 7 （任意）[Add Port Channels]ペインで、[Port Channels]を選択して [Selected Port Channels]に追加し
ます。

ステップ 8 （任意）[Org Permissions]ペインで、表示されたリストから適切なグループを選択します。
ここで作成するグループに属するVLANは、ここで選択したグループのみにアクセスできます。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。

ステップ 10 この VLANグループは、選択に基づいて変更されます。

VLAN グループの組織アクセス権限の変更
VLANグループの組織アクセス権限を変更すると、権限の変更はそのVLANグループのすべての
VLANに適用されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLAN Group]を展開し、[VLAN group name]を選択しま
す。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]で、[Modify VLAN Groups Org Permissions]をクリックします。
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[Modify VLAN Groups Org Permissions]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Org Permissions]で、次の手順を実行します。

•組織を追加する場合は、組織を選択します。

•組織からアクセス権限を削除する場合は、クリックして選択を削除します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

VLAN グループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Navigation]ペインで、[VLAN Groups]をクリックして VLANグループのリストを展開します。

ステップ 4 表示された VLANグループのリストから、削除する VLANグループの名前を選択します。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 5 強調表示された 1つまたは複数の VLANグループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

VLAN 権限
VLAN権限は、指定された組織に基づいてVLANへのアクセスを制限します。VLANが属してい
るサービスプロファイルの組織に基づいて、VLAN権限はサービスプロファイル vNICに割り当
てることができるVLANのセットも制限します。VLAN権限はオプションの機能であり、デフォ
ルトでは無効になっています。この機能は、要件に応じて有効または無効にできます。この機能

を無効にすると、すべてのVLANにすべての組織からグローバルでアクセスできるようになりま
す。

[LAN] > [LAN Cloud] > [Global Policies] > [Org Permissions]の順で組織権限を有効にした場合、
VLANを作成すると、[Create VLANs]ダイアログボックスに [Permitted Orgs for VLAN(s)]オプ
ションが表示されます。 [Org Permissions]を有効にしないと、[Permitted Orgs for VLAN(s)]オ
プションは表示されません。

（注）
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組織権限を有効にした場合は、VLANの作成時にVLANに対する組織を指定します。組織を指定
すると、そのVLANはその特定の組織とその組織下のすべてのサブ組織に利用可能になります。
他の組織からのユーザは、このVLANにアクセスすることはできません。また、VLANアクセス
要件の変更に基づいて VLANの権限を任意の時点で変更できます。

VLAN組織権限をルートレベルで組織に割り当てると、すべてのサブ組織が VLANにアクセ
スできます。ルートレベルで組織権限を割り当てた後で、サブ組織に属する VLANの権限を
変更した場合は、その VLANはルートレベルの組織で使用できなくなります。

注意

VLAN 権限のイネーブル化
デフォルトでは、VLANの権限はディセーブルになっています。異なる組織ごとに権限を作成し
て VLANアクセスを制限する場合は、組織の権限オプションを有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Org Permissions]セクションで、[Enabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [OrgPermissions]オプションが正常にイネーブルになると、確認メッセージが表示されます。 [OK]
をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN 権限のディセーブル化
デフォルトでは、VLANの権限はディセーブルになっています。このオプションをイネーブルに
した後、VLANの権限を別のネットワークグループに割り当てたため、このオプションを使用し
なくなった場合は、オプションをグローバルにディセーブルにできます。VLANの組織の権限機
能をディセーブルにした場合、VLANに割り当てた権限は引き続きシステム内に存在しますが、
適用されません。組織の権限を後で使用する場合は、この機能をイネーブルにして割り当てられ

た権限を使用できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Org Permissions]セクションで、[Disabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [Org Permissions]オプションが正常にディセーブルになると、確認メッセージが表示されます。
[OK]をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN 権限の追加または変更
VLANの許可された組織を追加または削除できます。

VLANの許可された組織として組織を追加すると、すべての下位組織が VLANにアクセスで
きます。このため、組織から VLANへのアクセス権限を削除すると、すべての下位組織が
VLANにアクセスできなくなります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN] タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLANs]を展開し、[VLAN name]を選択します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]で、[Modify VLAN Org Permissions]をクリックします。
[Modify VLAN Org Permissions]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Permitted Orgs for VLAN(s)]で、

•組織を追加する場合は、組織を選択します。

•組織からアクセス権限を削除する場合は、クリックして選択を削除します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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